
緒 言

　ミカンキジラミ Diaphorina citri Kuwayama（キジラ

ミ科）はカンキツの重要病害であるカンキツグリーニン

グ病Citrus greening disease（以下は CG病，あるいは

HLB病）を媒介する。このため，CG病が発生している

地域において感染拡大を阻止するにはミカンキジラミの

密度抑圧が極めて重要である。奄美群島のカンキツにお

ける本種の発生は，ゲッキツの少ない山間部の果樹園よ

りもゲッキツが多い集落内の庭先樹が多い（林川ら，

２００７）。また，河野（２００１）は，本種をカンキツ園へ侵

入させないためには，園の近くにはゲッキツを植えない

ことが重要であると指摘している。CG病の防除対策を講

じるには，本種の発生が多い庭先カンキツにおける発生

生態を明らかにする必要がある。本種の増殖は新梢の発

生に影響されることから（安田ら，２００５），年間を通じ

て最も新梢の発生が多い春期の侵入状況を把握すること

は，庭先カンキツの防除技術を確立する上で有意義であ

る。本報告では，ゲッキツの植栽が多い集落内にカンキ

ツの幼木を配置し，本種の侵入状況および侵入個体の性

成熟について調べた。

材 料 お よ び 方 法

　１．タンカン幼木における新梢およびミカンキジラミ

の発生消長

　鹿児島県大島郡宇検村の平田集落内で，タンカンの新

梢の発生とミカンキジラミの侵入時期および侵入量の関

係について調べた。調査は３方をゲッキツの生け垣に，

１方を民家に囲まれた２１６m２（１２m×１８m）の空き地で

行った。２００６年１月３０日に，直径５０cmのビニルポット

に植えた１年生のタンカン幼木を５個ずつ２列に１０ポッ
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Invasion of Asian citrus psyllids, Diaphorina citri into citrus orchards in 
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　The Asian citrus psyllid, Diaphorina citri Kuwayama causes citrus greening disease. 
Investigation of psyllid invasion in citrus trees is crucial for the management of this disease 
occurrence. Toward the end of January ２００６, young trees of Citrus tankan were placed in a 
fallow land in a residential area of Uken Village, Kagoshima Prefecture, Japan. The field was 
surrounded by orange jasmine hedges on ３ sides. The psyllid first invaded the tankan trees just 
after the orange jasmines shooted in mid-February. Thereafter, they continuously invaded the 
citrus trees; however, the number of invading adults did not increase proportionately with the 
number of new tankan shoots. The psyllids found on the tankan trees were mainly females; most 
of them had copulated and had matured eggs, suggesting that they can immediately reproduce 
after invading the citrus trees. These results suggest that the psyllids on orange jasmines are 
important targets for disease control and that orange jasmines should be removed from the 
vicinity to impede psyllid invasion into citrus groves.
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ト配置した（第１図）。タンカン幼木は配置前に剪定し

て硬化葉だけを残し，ミカンキジラミの発生がないこと

を確認した。

　配置後，４月２５日まで概ね５日間隔でタンカンの新梢

数および成虫数を調べた。また，調査日毎に成虫は全て

採集し，実体顕微鏡下で性別，成熟卵の蔵卵状況および

精包の有無について採集した全個体を調べた。なお，３

月２４日までは園内でのミカンキジラミの発生を防ぐため

に幼虫の発生が認められた新梢は全て除去した。

　２．ゲッキツにおけるミカンキジラミの発生消長

　ゲッキツにおけるミカンキジラミの発生状況を把握す

るために，実験ほ場周囲の生け垣において成虫数と新梢

数を概ね１０日間隔で調べた。調査は，毎回任意に選んだ

５カ所の３０cm四方の枠内について行った。

　また，ゲッキツにおけるミカンキジラミの卵と幼虫の

発生量を把握するため，実験ほ場から西へ約５０m離れた

樹高約１５０cmの生け垣においても補完調査を実施した。

ここでは新梢を３０本採集し，実体顕微鏡下で卵数および

齢期別の幼虫数を調べた。なお，幼虫と卵は新梢３０本当

たりの計数値を３０cm枠内の新梢数当たりに換算した。

結 果

　１．タンカン幼木における新梢およびミカンキジラミ

の発生消長

　成虫および新梢の発生推移を第２図に示した。成虫の

発生は新梢の発生とほぼ同時に認められたが，その後の

発生は新梢の発生と関連がなかった。新梢の発生は２月

１５日から始まり，３月２０日に明瞭なピークを形成した。

成虫は総数１５頭が幼木を設置した１６日後の２月１５日に初

めて認められ，その後は増減を繰り返しながら推移し，

新梢の発生とは同調しなかった。

　採集虫の雌比，蔵卵雌率，蔵卵数および交尾率を第１

表に示した。採集虫の性比は雌への偏りが認められ，調

査期間を通じて採集虫の６０～８０％が雌で占められていた。

さらに蔵卵した雌の比率が５０～１００％と高く，性成熟が

進んだ個体の割合が高かった。交尾率も６０～１００％と高

く推移した。しかし，４月中旬以降は蔵卵雌率，蔵卵数，

および交尾率のいずれも減少した。

　２．ゲッキツにおける新梢とミカンキジラミの発生消

長

　実験ほ場周囲のゲッキツにおける成虫および新梢の発

生推移を第３図に示した。周囲のゲッキツでは，成虫は

３月中旬まで顕著な密度変化が認められず，新梢の発生

はタンカンより明らかに早く始まった。成虫数は，幼木

を設置した１月３０日に２．８±０．９頭 /枠（±標準誤差）で

あり，３月１０日まではほぼ横ばいに推移した。しかし，

それ以降は４月１０日にかけて徐々に減少し，４月２０日か

ら増加に転じた。新梢は幼木を設置した１月３０日には既

に発生が認められ，３月１０日にピークを形成した。

　補完調査したゲッキツにおける幼虫，卵および新梢の

発生推移を第２表に示した。卵と幼虫は新梢の発生に

伴って急激に増え，５齢幼虫の発生が認められたのは３

月下旬以降であった。卵は新梢の発生が少なかった１月

１８日が０．７個 /枠と僅かであったが，新梢が増加した１

月３０日には８９．７個 /枠と急激に増加し，新梢とほぼ同調

して推移した。５齢幼虫が最初に確認されたのは３月３１

日（２．４頭 /枠）で，それ以降も発生が続いた。
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第１図　タンカン幼木の配置図．２００６年１月３０日に
配置．
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第２図　タンカンの幼木における成虫および新梢の
発生推移．折れ線グラフは総成虫数，棒グラ
フは総新梢数を示す．



考 察

　ゲッキツ等の植栽の多い地域における庭先カンキツで

は新梢の発生に伴って，周囲からミカンキジラミの成虫

が侵入してくることが示唆された。タンカンでは，新梢

がまだ発生していない２月上旬には成虫を確認できな

かったが，新梢の発生とほぼ同時に性成熟した個体の発

生を確認した（第２図）。本種の卵巣発育は新梢の有無

が大きく影響する（林川・芦原，２００５）。この時期に新

梢の発生が多く見られるのは，秋期に剪定された生け垣

のゲッキツであり，そこでは１月下旬には既に卵数が増

加している（第２表）。また，３月中旬までは幼虫の発生

した新梢は除去したため，少なくとも３月までにタンカ

ンで発生した成虫は，それ以前から周囲のゲッキツ等で

発生していた成虫（第３図）に由来する個体と考えられ

た。ゲッキツの成虫密度は３月中旬まではほぼ横這いで

推移し（第３図），芦原（２００４）が行った秋期の発生個

体を用いた生存調査においても３月上旬までは８０％が生

存したことが報告されており（２００４），新梢発生盛期ま

では秋期からの密度がある程度維持されると考えられた。

　タンカンで最初に発生が確認された２月１５日の採集個

体は，蔵卵率や交尾率が高く，２～３月の採集虫も同様

であった。よって，庭先カンキツの春梢発生期には，周

囲から性成熟した雌個体が高率で侵入し，定着すると直

ちに増殖する危険性が高い。このことから，春先におけ

る本種の発生には特に注意を要し，周辺のゲッキツを含

めた防除が必要である。さらに，河野（２００１）も指摘し

ているように，カンキツ経済栽培園へのミカンキジラミ

の侵入を防ぐためには，園周辺にはゲッキツを植えない

ことも重要である。

　実際に防風樹の中にゲッキツが混植されていたタンカ

ン園におけるミカンキジラミの発生は，ゲッキツを伐採

した翌年以降は著しく減少した（林川ら，２００７）。また，

奄美群島におけるCG病の発生は庭先のカンキツのみで

確認されており，その集落内ではゲッキツの植栽が多い

ことから（篠原ら，２００６），庭先カンキツに対してゲッ

キツはミカンキジラミの発生源として機能し，CG病の発

生に寄与している危険性が高いと考えられた。

九 州 病 害 虫 研 究 会 報　 第５３巻 101

成
虫
数
/枠

新
梢
数
/枠

40

30

20

10

0

8

6

4

2

0

1月 2月 3月 4月 5月

30 9 21 1 10 20 31 10 20 1

第３図　実験ほ場周囲のゲッキツにおけるミカンキ
ジラミ成虫およびゲッキツの新梢の発生消長．
折れ線グラフは成虫数，棒グラフは新梢数，
バーは標準誤差を示す．２月９日は欠測，２月
２１日は平均値のみを示す．

第１表　タンカンの幼木から採集した雌成虫の性成熟度

交尾率
（％）

蔵卵数
（個）

臓卵雌率
（個）

雌比
（％）

採集虫数
（頭）

調査月日

－－－－０２/９

１００．０４．５７５．０６９．２１５１５

１００．０－－７０．６１７２１

１００．０６．８１００．０８０．０５２７

１００．０１６．３７５．０５７．１７３/１

６０．０４．０６０．０７１．４９５

１００．０７．４７７．８６０．０１５１０

１００．０７．５１００．０６６．７３１７

１００．０６．３１００．０６０．０５２０

１００．０１６．５１００．０８１．３１６２４

１００．０４．０５０．０６６．７３３１

１００．０２６．８１００．０８０．０５４/５

１００．０－１００．０１００．０２１０

６２．５２１．６８７．５７２．７１１１４

５０．０１７．８６２．５６１．５１３２０

１１．１０．４１１．１５０．０２０２５

第２表　ゲッキツにおけるミカンキジラミの卵幼虫お
よび新梢の発生推移

卵数b）

（個）

幼虫数b）

新梢数 a）

（本）
調査月日 ５齢

（頭）
総数
（頭）

０．７０．００．０３．６１/１８

８９．７０．００．０３２．８３０

１０１．５０．０５．４５４．４２/９

５１０．１０．００．０８１．４２１

８３０．００．０７１．９８３．０３/１

６８９．１０．０２１１．５３８．０１０

１５１３．２０．０２５１．２５７．１２０

３７０．４２．４１０２．４２４．０３１

２４２．２０．０８７．２１２．４４/１０

１０１．３０．９３９．９７．０１４

１８．８０．８１２．８２．８５/１

a）新梢数は３０cm枠内の平均値．　b）幼虫数，卵数は３０cm枠
内の換算値．
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